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筆
者
は
科
学
研
究
費
に
よ
る
調
査
を
目
的
と
し
て
、
本
年
八
月

二
十
日
に
上
海
博
物
館
を
訪
れ
、
前
館
長
の
馬
承
源
氏
や
、
横
茅

左
．
陳
侃
芽
・
挑
俊
諸
氏
と
懇
談
し
、
盗
掘
者
に
よ
っ
て
香
港
に
持

ち
込
ま
れ
た
の
ち
、
上
海
博
物
館
が
香
港
の
骨
董
市
場
か
ら
購
入

し
た
戦
国
楚
簡
（
以
下
、
上
海
簡
と
略
称
す
る
）
に
つ
い
て
、
多

く
の
情
報
提
供
を
受
け
る
と
と
も
に
、
細
衣
・
孔
子
詩
論
・
性
情
論

三
篇
の
竹
簡
を
見
る
機
会
を
得
た
。

博
物
館
側
は
、
上
海
簡
の
出
土
地
を
湖
北
省
内
と
推
定
し
て
お

り
、
ま
た
竹
簡
の
書
写
年
代
を
戦
国
晩
期
（
前
四
世
紀
中
葉

S
前

二
ニ
―
年
）
、
よ
り
詳
し
く
は
前
三

0
0年
頃
と
推
定
し
て
い
る
。

博
物
館
側
と
の
約
束
も
あ
り
、
教
示
さ
れ
た
内
容
す
べ
て
を
明
ら

か
に
は
で
き
な
い
が
、
支
障
が
な
い
と
思
わ
れ
る
範
囲
内
で
、
そ

戦
国
楚
簡

『
周
易
』
に
つ
い
て

の
一
端
を
報
告
す
る
こ
と
と
し
た
い
。

上
海
博
物
館
の
中
国
歴
代
書
法
館
に
は
、
現
行
本
で
言
え
ば

『
礼
記
』
の
細
衣
篇
と
孔
子
間
居
篇
、
『
大
戴
礼
記
』
の
武
王
践
昨

篇
に
相
当
す
る
三
篇
、
『
周
易
』
、
及
び
新
出
の
『
季
桓
子
』
な
ど
、

五
種
類
の
竹
簡
の
拡
大
写
真
が
、
そ
れ
ぞ
れ
二
本
づ
つ
、
計
十
本

分
掲
示
し
て
あ
る
。
小
論
で
は
、
そ
の
中
の
『
周
易
』
に
つ
い
て
、

筆
者
の
考
え
を
記
す
こ
と
と
す
る
。

上
海
簡
の
『
周
易
』
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
磨
名
春
「
上
海
博

物
館
蔵
楚
簡
《
周
易
》
管
窺
」
（
『
新
出
楚
簡
試
論
』
台
湾
古
籍
出

版
有
限
公
司
・
ニ

O
O
一
年
五
月
）
が
、
か
な
り
詳
細
に
論
じ
て
い

る
。
そ
こ
で
、
ま
ず
摩
名
春
氏
の
手
に
成
る
釈
文
と
、
現
行
本
の

該
当
箇
所
、
そ
れ
に
今
回
撮
影
し
た
竹
簡
の
写
真
を
掲
げ
て
み
る
。

浅

野

裕
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＝
―
-
―
-
金
（
豫
）
。
利
建
侯
（
侯
）
行
市
（
師
）
。

初
六
。
鳴
会
（
豫
）
。
凶
゜

六
二
。
矧
（
介
）
子
石
。
不
冬
（
終
）
日
。
貞
吉
。

六
晶
（
三
）
。
可
（
歌
）
金
（
豫
）
。
思
（
悔
）
。
遅
（
遅
）
又
（
有
）
思
（
悔
）
。

九
四
゜
猷
（
猶
）
会
（
豫
）
。
大
又
（
有
）
嬰
（
得
）
。
母
（
勿
）
頬
（
疑
）
。
硼
（
朋
）
欲
歴
（
辱
）
。

六
五
…
•
•

―
―
―
-
＝
豫
。
利
建
侯
行
師
。

象
曰
、
豫
、
剛
應
而
志
行
。
順
以
動
豫
゜
豫
順
以
動
。
故
天
地
如
之
。
而
況
建
侯
行
師
乎
。
天
地
以
順

動
。
故
日
月
不
過
而
四
時
不
成
。
聖
人
以
順
動
、
則
刑
罰
消
而
民
服
。
豫
之
時
義
大
芙
哉
。

象
曰
、
雷
出
地
奮
豫
。
先
王
以
作
築
崇
徳
。
殷
薦
之
上
―
帝
、
以
配
祖
考
。

初
六
。
鳴
豫
。
凶
。
象
曰
、
初
六
鳴
豫
、
志
窮
凶
也
。

六
二
。
介
子
石
。
不
終
日
。
貞
吉
。
象
曰
、
不
終
日
貞
吉
、
以
中
正
也
。

六
三
。
肝
豫
゜
悔
。
遅
有
悔
。
象
曰
、
肝
豫
、
位
不
営
也
。

九
四
。
由
豫
。
大
有
得
。
勿
疑
゜
朋
蓋
管
。

六
五
…
…

(39) 
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―
―
-
＝
―
大
笙
（
畜
）
。
利
貞
。
不
象
（
家
）
而
臥
（
食
）
吉
。
利
渉
大
川
。

初
九
。
又
（
有
）
横
（
属
）
。
利
巳
（
己
）
。

九
二
。
車
敗
（
脱
）
複
（
腹
）
。

九
晶
（
三
）
。
良
馬
由
（
逐
）
。
利
莫
（
銀
）
貞
。
日
班
（
閑
）
車
妓
（
衛
）
、
利
又
（
有
）
由
（
牧
）
追
（
往
）
。

六
四
゜
僅
(
-
童
）
牛
之
栂
（
桔
）
。
元
…
…

(40) 
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―
―
-
＝
＿
大
畜
。
利
貞
。
不
家
食
吉
。
利
渉
大
川
。

象
曰
、
大
畜
、
剛
健
篤
宵
、
輝
光
日
新
。
其
徳
剛
上
而
尚
賢
。
能
止
賢
。
大
正
也
。
不
家
食
吉
、
養
賢

也
。
利
渉
大
川
、
應
乎
天
也
。

象
曰
、
天
在
山
中
大
畜
。
君
子
以
多
識
前
言
往
行
、
以
畜
其
徳
゜

初
九
。
有
属
。
利
已
。
象
日
、
有
属
利
已
、
不
犯
災
也
。

九
二
。
輿
説
腹
。
象
日
、
輿
説
腹
、
中
元
尤
也
。

九
三
。
良
馬
逐
。
利
銀
貞
。
曰
閑
輿
衛
、
利
有
牧
往
。
象
曰
、
利
有
牧
往
、
上
合
志
也
。

六
四
。
童
牛
之
皓
。
元
…
…

(41) 
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上
海
簡
『
周
易
』
と
現
行
本
『
周
易
』
の
最
大
の
相
違
点
は
、

現
行
本
が
「
象
日
」
「
象
日
」
と
し
て
、
十
翼
の
条
伝
と
象
伝
を
各

卦
の
卦
辞
や
交
辞
に
割
り
付
け
る
体
裁
を
取
る
の
に
対
し
て
、
上

海
簡
『
周
易
』
の
側
に
は
そ
う
し
た
割
り
付
け
が
一
切
見
ら
れ
な

い
点
で
あ
る
。
条
伝
・
象
伝
を
各
卦
の
卦
辞
や
交
辞
に
割
り
付
け
る

体
裁
は
、
前
漢
の
費
直
の
「
費
氏
易
」
に
始
ま
る
か
ら
、
戦
国
期

の
テ
キ
ス
ト
で
あ
る
上
海
簡
『
周
易
』
に
そ
れ
が
見
ら
れ
な
い
の

は
、
い
わ
ば
当
然
の
現
象
で
あ
る
。

つ
ま
り
上
海
簡
『
周
易
』
は
、
各
卦
毎
に
、
簡
頭
か
ら
卦
画
・
卦

名
・
卦
辞
・
交
辞
が
直
接
に
連
続
す
る
構
成
を
取
っ
て
い
る
の
で
あ

る
。
ま
た
豫
と
大
畜
の
両
卦
と
も
に
、
卦
名
と
卦
辞
の
間
に
は
、

区
切
り
の
符
号
（
墨
釘
）
が
付
さ
れ
て
い
る
。
豫
の
卦
で
は
、
一

簡
目
の
末
尾
が
六
五
の
交
辞
の
途
中
で
切
れ
て
い
る
が
、
次
簡
に

は
六
五
の
交
辞
の
続
き
と
、
上
六
の
交
辞
が
記
さ
れ
て
い
る
は
ず

で
あ
る
。
こ
の
点
は
大
畜
の
卦
の
場
合
も
同
様
で
、
一
簡
目
の
末

尾
は
六
四
の
交
辞
の
途
中
で
終
わ
っ
て
い
る
が
、
次
簡
に
は
当
然

六
四
の
交
辞
の
続
き
と
、
六
五
と
上
九
の
交
辞
が
記
さ
れ
て
い
る

は
ず
で
あ
る
。

こ
れ
か
ら
推
測
す
る
と
上
海
簡
の
『
周
易
』
は
、
一
卦
が
竹
簡

二
本
に
記
さ
れ
て
い
て
、
百
二
十
八
本
の
竹
簡
に
六
十
四
卦
が
収

録
さ
れ
る
体
裁
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
竹
書
全

体
を
広
げ
れ
ば
、
卦
画
・
卦
名
が
一
簡
置
き
に
ほ
ぽ
同
じ
位
置
に
横

並
び
に
な
る
わ
け
で
、
六
十
四
卦
を
通
覧
し
な
が
ら
研
巫
占
す
る
の

に
極
め
て
便
利
な
体
裁
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
た
だ
し
そ
の
場

合
で
も
、
現
行
本
と
同
じ
く
、
上
下
二
篇
に
分
け
ら
れ
て
い
た
可

能
性
が
残
る
。

ま
た
現
行
本
『
周
易
』
の
よ
う
に
、
象
伝
・
象
伝
を
各
卦
の
卦
辞

や
交
辞
に
割
り
付
け
る
体
裁
が
取
ら
れ
て
い
な
い
形
態
が
、
「
費
氏

易
」
以
前
の
古
態
で
あ
る
点
は
前
述
の
ご
と
く
で
あ
る
が
、
も
し

上
海
簡
『
周
易
』
に
十
翼
に
類
す
る
伝
が
付
載
さ
れ
て
い
な
け
れ

ば
、
上
海
簡
『
周
易
』
は
十
翼
が
成
立
す
る
以
前
の
古
態
を
示
し

て
い
る
可
能
性
が
あ
る
。

十
翼
の
か
な
り
の
部
分
は
、
儒
者
が
『
周
易
』
を
孔
子
及
び
儒

家
と
緊
密
に
結
合
せ
ん
と
す
る
意
図
か
ら
著
作
し
た
も
の
で
あ
る
。

し
か
る
に
『
周
易
』
は
、
本
来
儒
家
と
は
無
縁
の
筵
占
の
書
で
あ

っ
て
、
卦
辞
や
交
辞
に
は
難
解
に
し
て
神
秘
的
な
言
辞
が
連
ね
ら

れ
て
い
る
。
そ
こ
で
儒
家
の
手
に
成
る
十
翼
で
は
、
卦
辞
や
交
辞

を
儒
家
的
倫
理
思
想
に
よ
っ
て
強
引
に
解
釈
せ
ん
と
す
る
牽
強
付

会
が
目
立
つ
。

こ
う
し
た
傾
向
は
、
一
九
七
三
年
に
湖
南
省
長
沙
市
馬
王
堆
の

前
漢
墓
か
ら
出
土
し
た
吊
書
『
周
易
』
に
も
、
す
で
に
顕
著
な
形

で
見
出
さ
れ
る
。
吊
書
『
周
易
』
に
は
、
上
海
簡
『
周
易
』
と
同

様
の
構
成
を
示
す
経
文
以
外
に
、
二
三
子
問
・
易
賛
・
要
・
繋
辞
・
謬

和
・
昭
力
な
ど
の
伝
が
付
載
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
中
の
二
三
子
問
篇

(42) 
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で
は
、
豫
の
卦
の
六
三
の
交
辞
に
関
し
て
、
「
卦
に
日
く
、
肝
豫
す

れ
ば
悔
ゆ
と
。
孔
子
日
く
、
此
れ
鼓
楽
す
れ
ど
も
徳
を
忘
れ
ざ
る

を
言
う
な
り
」
と
解
説
が
加
え
ら
れ
る
。
交
辞
の
「
肝
豫
悔
。
遅

有
悔
」
は
難
解
で
、
何
と
で
も
解
釈
出
来
そ
う
な
占
断
で
あ
る
が
、

二
三
子
問
篇
は
孔
子
の
口
を
借
り
て
、
音
楽
に
耽
溺
し
て
徳
を
忘

れ
て
は
な
ら
な
い
と
の
儒
家
的
倫
理
思
想
を
語
ら
せ
て
い
る
。

ま
た
乾
の
卦
の
上
九
の
交
辞
「
冗
龍
有
悔
」
に
対
し
て
は
、

「
易
に
日
く
、
冗
龍
悔
い
有
り
と
。
孔
子
日
く
、
此
れ
上
と
為
り

て
下
に
職
る
を
言
う
。
下
に
瞬
り
て
殆
か
ら
ざ
る
者
は
、
未
だ
之

れ
有
ら
ざ
る
な
り
。
聖
人
の
政
に
柾
む
や
、
木
に
遁
る
る
が
若
し
。

愈
い
よ
高
く
し
て
愈
い
よ
下
を
畏
る
。
故
に
日
く
、
充
龍
悔
い
有

り
と
」
と
の
解
説
を
加
え
る
。
「
i

几
龍
有
悔
」
は
例
に
よ
っ
て
難
解

で
あ
る
が
、
二
三
子
問
篇
は
孔
子
の
口
を
借
り
て
、
聖
人
の
謙
譲

の
治
を
説
く
と
す
る
儒
家
的
解
釈
を
提
示
す
る
。

吊
書
『
周
易
』
に
す
で
に
十
翼
に
類
す
る
伝
が
付
載
さ
れ
て
い

る
現
象
は
、
戦
国
期
か
ら
『
周
易
』
を
孔
子
及
び
儒
家
と
結
び
付

け
る
た
め
の
営
為
が
着
々
と
進
め
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
物
語
る
。

そ
し
て
も
し
上
海
簡
『
周
易
』
に
十
翼
に
類
す
る
伝
が
付
載
さ
れ

て
い
な
い
の
で
あ
れ
ば
、
上
海
簡
『
周
易
』
は
『
周
易
』
が
純
然

た
る
筵
占
の
書
で
あ
っ
た
時
代
の
テ
キ
ス
ト
の
姿
を
伝
え
る
も
の

だ
と
言
え
よ
う
。

し
か
ら
ば
上
海
簡
『
周
易
』
は
、
儒
家
と
は
無
縁
の
純
然
た
る

筵
占
の
書
と
し
て
副
葬
さ
れ
た
の
で
あ
っ
て
、
い
ま
だ
儒
家
の
経

典
と
は
見
な
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
と
考
え
る
べ
き
な
の
で
あ
ろ
う

か
。
筆
者
は
必
ず
し
も
そ
の
よ
う
に
は
考
え
な
い
。

一
九
九
三
年
に
湖
北
省
荊
門
市
郭
店
の
一
号
楚
墓
か
ら
出
土
し

た
郭
店
楚
簡
に
は
、
『
細
衣
』
『
五
行
』
『
唐
虞
之
道
』
等
、
十
篇

の
儒
家
系
統
の
著
作
が
含
ま
れ
て
い
る
。
そ
の
中
の
『
六
徳
』
に

は
、
「
諸
を
詩
・
書
に
観
れ
ば
則
ち
亦
た
在
り
。
諸
を
礼
•
楽
に
観
れ

ば
則
ち
亦
た
在
り
。
諸
を
易
・
春
秋
に
観
れ
ば
則
ち
亦
た
在
り
」
と
、

詩
・
書
・
礼
・
楽
・
易
・
春
秋
の
六
書
を
儒
家
の
経
典
と
見
な
す
記
述
が

見
え
る
。
ま
た
同
じ
く
郭
店
楚
簡
中
の
『
語
叢
』
一
に
も
、
「
易
は

天
道
と
人
道
を
会
む
る
所
以
な
り
」
と
あ
っ
て
、
や
は
り
『
易
』

が
す
で
に
儒
家
の
経
典
と
さ
れ
て
い
た
状
況
を
明
示
し
て
い
る
。

郭
店
一
号
楚
墓
の
造
営
時
期
は
、
戦
国
中
期
（
前
三
四
二
年

S

前
二
八
二
年
）
の
後
半
、
前
三

0
0
年
頃
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。

し
た
が
っ
て
、
ど
ん
な
に
遅
く
と
も
、
戦
国
前
期
（
前
四

0
三
年

S
前
三
四
三
年
）
に
は
、
『
易
』
は
す
で
に
儒
家
の
経
典
と
さ
れ
て

い
た
と
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

そ
し
て
上
海
簡
の
書
写
年
代
は
、
上
述
の
よ
う
に
、
前
三

0
0

年
頃
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
郭
店
楚
簡
と
上
海
簡
は
、

ほ
ぼ
同
時
期
に
属
す
る
文
献
だ
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
と
す
れ
ば
、

『
六
徳
』
や
『
語
叢
』
一
で
儒
家
の
経
典
と
さ
れ
て
い
た
『
易
』

と
は
、
ま
さ
し
く
上
海
簡
中
の
『
周
易
』
の
よ
う
な
テ
キ
ス
ト
だ

(43) 
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っ
た
可
能
性
が
高
い
。
も
し
上
海
簡
『
周
易
』
に
伝
が
付
載
さ
れ

て
い
れ
ば
、
も
と
よ
り
そ
れ
は
儒
家
の
経
典
と
し
て
の
体
裁
を
明

瞭
に
備
え
て
い
る
わ
け
で
あ
る
が
、
た
と
え
十
翼
に
類
す
る
伝
が

付
載
さ
れ
て
い
な
い
形
で
あ
っ
て
も
、
換
言
す
れ
ば
儒
家
的
色
彩

が
浸
潤
す
る
以
前
の
形
態
の
ま
ま
で
も
、
『
周
易
』
が
す
で
に
儒
家

に
よ
っ
て
経
典
扱
い
さ
れ
て
い
た
可
能
性
が
残
る
の
で
あ
る
。

こ
の
場
合
、
純
然
た
る
筵
占
の
書
の
体
裁
の
ま
ま
で
、
『
周
易
』

が
な
ぜ
に
儒
家
の
経
典
中
に
取
り
込
ま
れ
た
の
か
と
の
疑
問
が
残

ら
ざ
る
を
得
な
い
が
、
こ
の
点
の
詳
細
は
本
誌
掲
載
の
別
稿
を
参

照
願
う
こ
と
と
し
て
、
小
論
で
は
触
れ
な
い
で
置
く
。

さ
て
、
伝
の
有
無
か
ら
経
文
自
体
の
問
題
に
目
を
向
け
て
み
よ

う
。
前
掲
の
上
海
簡
『
周
易
』
と
伝
世
の
『
周
易
』
と
を
対
照
す

れ
ば
一
目
瞭
然
な
の
だ
が
、
双
方
の
経
文
は
驚
く
ほ
ど
一
致
し
て

い
る
。
細
部
に
は
文
字
の
異
同
が
存
在
す
る
も
の
の
、
こ
れ
は
古

代
の
文
献
に
お
け
る
一
般
的
現
象
に
過
ぎ
ず
、
同
一
テ
キ
ス
ト
内

で
の
異
同
の
範
囲
だ
と
考
え
て
差
し
支
え
な
い
。

こ
う
し
た
事
実
は
、
卦
画
・
卦
名
・
卦
辞
・
交
辞
が
、
遅
く
も
戦
国

前
期
か
ら
す
で
に
一
定
し
た
形
で
伝
承
さ
れ
て
い
た
状
況
を
伝
え

て
い
る
。
『
国
語
』
や
『
春
秋
左
氏
伝
』
に
『
周
易
』
を
用
い
た
筑

占
の
記
事
が
散
見
す
る
点
な
ど
を
考
慮
す
れ
ば
、
恐
ら
く
そ
の
来

歴
は
戦
国
前
期
よ
り
も
相
当
古
く
、
春
秋
時
代
、
さ
ら
に
は
西
周

期
に
ま
で
遡
る
可
能
性
が
あ
る
。

近
藤
浩
之
氏
は
「
従
出
土
資
料
看
〈
周
易
〉
的
形
成
」
（
漢
城
⑱

国
際
周
易
学
術
会
鏃
論
文
集
『
2
1
世
紀
典
周
易
』
一
九
九
八
年
）

に
お
い
て
、
戦
国
中
期
以
前
に
は
ま
だ
卦
名
が
存
在
し
て
い
な
か

っ
た
と
す
る
説
を
唱
え
、
さ
ら
に
「
包
山
楚
簡
卜
施
祭
藷
記
録
典

郭
店
楚
簡
中
的
《
易
》
」
（
武
漢
大
学
中
国
文
化
研
究
院
編
『
《
人

文
論
叢
》
特
集
郭
店
楚
簡
国
際
学
術
研
討
会
論
文
集
』
湖
北
人

民
出
版
社
・
ニ

0
0
0年
）
で
は
、
『
周
易
』
の
卦
辞
や
交
辞
が
定

型
化
し
た
の
は
戦
国
中
期
末
以
降
で
は
な
い
か
と
の
見
解
を
提
示

し
た
。こ
の
中
、
戦
国
中
期
以
前
に
は
ま
だ
卦
名
が
存
在
し
て
い
な
か

っ
た
と
す
る
結
論
に
対
し
て
は
、
摩
名
春
氏
が
前
掲
書
に
お
い
て
、

上
海
簡
『
周
易
』
の
発
見
に
よ
り
、
そ
う
し
た
見
方
が
全
く
不
可

能
に
な
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
と
同
時
に
、
卦
辞
や
交
辞

が
定
型
化
し
た
の
は
戦
国
中
期
末
以
降
で
は
な
い
か
と
す
る
結
論

も
ま
た
、
上
海
簡
『
周
易
』
の
内
容
か
ら
、
決
し
て
成
り
立
た
な

い
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

近
藤
氏
は
、
も
っ
ぱ
ら
湖
北
省
荊
門
市
の
包
山
二
号
墓
（
前
三

一
六
年
下
葬
）
か
ら
出
土
し
た
「
卜
筵
祭
藷
記
録
」
を
論
拠
に
自

説
を
組
み
立
て
た
の
で
あ
る
が
、
そ
も
そ
も
「
卜
筵
祭
藉
記
録
」

は
墓
主
個
人
に
関
す
る
卜
旅
や
祭
藷
の
記
録
の
抜
粋
な
の
で
あ
っ

て
、
『
周
易
』
の
テ
キ
ス
ト
そ
の
も
の
で
は
な
い
か
ら
、
そ
こ
に
遺

さ
れ
た
状
況
を
論
拠
に
直
ち
に
上
述
の
結
論
を
導
き
出
す
の
は
、
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土
台
無
理
だ
っ
た
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

『
周
易
』
が
儒
家
の
経
典
と
な
っ
た
時
期
に
関
し
て
は
、
平
岡

武
夫
『
経
書
の
成
立
』
（
全
國
書
房
・
一
九
四
六
年
、
創
文
社
・
一
九

八
三
年
再
刊
）
は
、
『
易
』
は
漢
代
に
な
っ
て
か
ら
初
め
て
経
典
の

地
位
を
獲
得
し
た
と
説
き
、
武
内
義
雄
『
中
国
思
想
史
』
（
岩
波
書

店
・
一
九
五
三
年
）
も
、
孔
子
や
孟
子
・
荀
子
の
時
代
に
は
『
易
』

は
い
ま
だ
経
典
化
さ
れ
て
お
ら
ず
、
始
皇
帝
の
焚
書
以
後
、
子
思

後
学
が
五
経
の
学
問
に
『
易
』
の
一
経
を
増
し
た
の
だ
と
述
べ
る
。

日
本
の
学
界
で
は
、
こ
う
し
た
見
方
が
ほ
ぼ
通
説
と
な
っ
て
き

て
お
り
、
儒
家
と
『
周
易
』
が
結
び
付
い
た
時
期
を
秦
漢
の
際
以

降
と
考
え
る
の
が
一
般
的
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
立
場
か
ら
す
れ

ば
、
伝
世
の
『
礼
記
』
表
記
篇
・
坊
記
篇
・
細
衣
篇
の
よ
う
に
、
儒

家
の
文
献
中
に
『
周
易
』
が
引
用
さ
れ
る
場
合
、
そ
れ
が
秦
代
の

成
立
で
あ
る
証
左
と
も
な
る
わ
け
で
あ
る
。

だ
が
郭
店
楚
簡
に
も
、
そ
し
て
上
海
簡
に
も
細
衣
篇
が
含
ま
れ

て
い
た
以
上
、
細
衣
篇
の
成
立
時
期
を
秦
代
と
す
る
見
方
は
、
完

全
に
成
り
立
た
な
く
な
っ
た
。
双
方
の
細
衣
篇
に
は
、
一
致
し
て

『
易
』
の
引
用
部
分
が
存
在
し
な
い
。
近
藤
氏
は
前
掲
論
文
「
包

山
楚
簡
卜
筵
祭
講
記
録
興
郭
店
楚
簡
中
的
《
易
》
」
に
お
い
て
、
こ

の
現
象
を
戦
国
中
期
以
前
に
は
ま
だ
卦
辞
や
交
辞
が
定
型
化
し
て

い
な
か
っ
た
証
拠
と
し
て
い
る
。
だ
が
上
海
簡
『
周
易
』
の
発
見

に
よ
り
、
そ
う
し
た
現
象
と
『
周
易
』
の
成
立
と
は
全
く
無
関
係

で
あ
る
こ
と
が
明
確
と
な
っ
た
。

『
礼
記
』
細
衣
篇
で
『
周
易
』
が
引
用
さ
れ
る
箇
所
は
、
「
子
日

く
、
南
人
に
言
有
り
て
日
く
、
人
に
し
て
恒
無
け
れ
ば
、
以
て
ト

筑
を
為
す
べ
か
ら
ず
と
。
古
え
の
遺
言
か
。
亀
施
す
ら
猶
お
知
る

能
わ
ず
。
而
る
を
況
や
人
に
於
て
を
や
」
と
、
も
と
も
と
卜
筵
に

関
す
る
内
容
で
あ
り
、
た
め
に
伝
世
本
の
テ
キ
ス
ト
の
作
者
は
、

『
周
易
』
の
引
用
を
付
加
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
の
際
、
孔
子
の

発
言
中
に
「
無
恒
」
と
あ
る
の
に
合
わ
せ
て
、
「
易
に
日
く
、
其
の

徳
を
恒
に
せ
ざ
れ
ば
、
或
い
は
之
れ
が
羞
を
承
く
。
其
の
徳
を
恒

に
し
て
偵
な
る
は
、
婦
人
は
吉
に
し
て
、
夫
子
は
凶
」
と
、
『
周

易
』
恒
卦
の
九
三
の
交
辞
と
六
五
の
交
辞
を
引
い
た
も
の
と
思
わ

れ
る
。し
た
が
っ
て
、
た
と
え
『
周
易
』
の
引
用
が
付
加
さ
れ
た
の
が

漢
代
に
入
っ
て
か
ら
だ
と
し
て
も
、
そ
れ
は
漢
代
に
入
っ
て
か
ら

初
め
て
『
周
易
』
が
経
典
化
し
た
こ
と
を
意
味
し
た
り
は
せ
ず
、

ま
た
細
衣
篇
成
立
時
に
『
周
易
』
の
基
本
構
造
が
確
立
し
て
い
な

か
っ
た
こ
と
を
意
味
し
た
り
も
し
て
い
な
い
の
で
あ
る
。

『
周
易
』
の
卦
名
や
卦
辞
・
交
辞
の
確
立
期
を
、
戦
国
中
期
以
降
、

戦
国
最
末
に
求
め
る
近
藤
氏
の
見
解
も
、
大
き
く
観
れ
ば
、
『
易
』

が
経
典
化
し
た
時
期
を
秦
漢
の
際
以
降
と
し
て
き
た
通
説
の
延
長

線
上
に
位
置
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
が
、
郭
店
楚
簡
や
上
海
簡
の
発

見
に
よ
っ
て
、
従
前
の
通
説
は
根
本
的
な
再
検
討
を
迫
ら
れ
て
い
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「
六
経
」
な
い
し
「
五
経
」
の
成
立
事
情
に
関
し
て
は
、
従
来

確
実
な
資
料
が
乏
し
か
っ
た
こ
と
が
障
害
と
な
り
、
先
秦
の
状
況

に
つ
い
て
は
曖
昧
模
糊
と
し
た
記
述
を
脱
し
き
れ
ず
、
あ
る
程
度

具
体
性
を
帯
び
た
記
述
が
可
能
と
な
る
の
は
、
漢
代
に
入
っ
て
か

ら
と
い
う
状
態
が
続
い
て
い
た
。
し
か
し
郭
店
楚
簡
や
上
海
簡
の

発
見
に
よ
っ
て
、
こ
れ
ま
で
の
手
詰
ま
り
状
態
が
打
開
さ
れ
、
先

秦
に
お
け
る
経
書
の
成
立
事
情
に
つ
い
て
、
よ
り
踏
み
込
ん
だ
考

察
が
可
能
な
時
代
を
迎
え
つ
つ
あ
る
。

し
か
る
に
わ
が
国
の
学
界
の
一
部
に
は
、
誤
ま
て
る
自
説
を
維

持
せ
ん
が
た
め
に
、
郭
店
一
号
楚
墓
の
造
営
時
期
を
、
白
起
が
楚

都
・
郡
を
抜
い
て
秦
が
一
帯
を
南
郡
と
し
て
支
配
す
る
前
二
七
八
年

直
前
ま
で
、
さ
ら
に
は
そ
れ
以
降
に
ま
で
無
理
や
り
引
き
下
げ
よ

う
と
し
た
り
、
郭
店
一
号
楚
墓
が
陳
渉
や
項
羽
の
時
期
の
造
営
で

あ
っ
て
は
な
ぜ
駄
目
な
の
か
と
言
わ
ん
ば
か
り
に
妄
想
を
退
し
く

し
、
自
分
の
都
合
に
合
わ
せ
て
墓
の
年
代
を
引
き
下
げ
よ
う
と
悪

あ
が
き
す
る
動
き
が
見
受
け
ら
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
出
土
資
料
研
究
の
必
要
性
を
力
説
し
な
が
ら
、

実
際
に
は
出
土
資
料
の
価
値
を
自
説
の
都
合
に
合
わ
せ
て
過
小
評

価
し
よ
う
と
し
た
り
、
史
料
批
判
を
標
榜
し
な
が
ら
、
自
ら
は
史

料
を
無
視
し
て
自
説
の
維
持
に
固
執
せ
ん
と
す
る
風
潮
は
、
戦
国

楚
簡
の
相
次
ぐ
発
見
と
い
っ
た
画
期
的
時
代
に
遭
遇
し
た
幸
運
を
、

る。

付
記
・
・
小
論
は
、
磯
部
彰
氏
（
東
北
大
学
）
を
領
域
代
表
と
す
る
文
部

科
学
省
科
学
研
究
費
・
特
定
領
域
研
究

(
A
)

「
東
ア
ジ
ア
出
版

文
化
の
研
究
」
の
一
環
と
し
て
、
筆
者
が
研
究
代
表
者
と
な
っ

た
「
戦
国
か
ら
秦
・
漢
へ
の
時
代
転
換
と
写
本
の
変
化
」
に
よ

る
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。

み
す
み
す
棒
に
振
る
危
険
性
を
卒
ん
で
は
い
な
い
だ
ろ
う
か
。
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